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論 文 内 容 の 要 旨 
 
本論文では、建築物の屋根外装材を対象に、現在の建築基準法、あるいは建築物荷重指針に示され
ている設計用風荷重の評価方法について問題点を指摘し、現実の建物を模擬した模型を用いた風洞実
験および自然風中での野外実測の結果に基づいて、より合理的な屋根外装材設計用風荷重の評価方法
を提案することを目的とした。 
 本論文は序論と結論を含めて 5 章で構成した。 
第１章では、建築物外装材の強風による被害の特徴とその二次的な被害を含めて概説し、既往の研
究における外装材設計に対する基本的な考え方を示すとともに、本研究の意義・目的について述べた。 
第２章では、風圧実験結果に基づく風荷重評価において、風圧の面的な広がりによる荷重効果が、
一般的に用いられている TVL 法では十分に評価されていないことを示した。また、風圧変動の空間
的な相関が低い屋根面では、TVL 法によって導かれた同一の変動とみなせる限界周期の 1/2 を平均化
時間として用いることにより、荷重効果を適切に評価できることを明らかにした。さらに、建築基準
法などでは取り扱われていない塔屋やパラペット、軒の出などがある場合の屋根面の風圧について検
討し、これら屋上付帯物の影響により、これまで注目されていなかった部位において、大きな風荷重
が生じる可能性があることを明らかにした。 
第３章では、飛散物等により壁面が破損した場合を想定し、野外実測結果に Helmholtz 共振理論に
基づく室内圧変動の予測式を適用して、オーバーシュート現象を含む室内圧変動を適切に予測する方
法を提案した。この方法により、室内圧のオーバーシュート率は、開口面積、室内容積、風速、圧力
損失係数を用いて一意に評価できることを明らかにした。 
第４章では、ばらつき誤差を含むために厳密な意味では単一の実験結果だけでは評価することはで
きないピーク値について、確率論に基づいて評価する方法について述べた。ピーク値を互いに独立な
媒介変数に変換し、モンテカルロ法によって最大値の分布を予測する方法を提案した。２，３章での
実験結果に対し同様の検討を行い、風洞実験だけでなく非定常性の強い野外実験のデータに対しても
この手法が有効であることを示し、屋上付帯物や開口発生による内圧の上昇が設計用風荷重に与える
影響を確率論的に評価できることを示した。 
第５章では、本研究の結論を述べた上で、今後の課題について述べた。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
台風等の強風による建物の被害は、外装材の破損が先行することが多く、構造躯体への直接の被害
は少ない。しかし、外装材の破損が生じると、建物内部に強風や雨水が浸入し、居住者や居住空間に
甚大な被害を及ぼす。工場施設やオフィス等では事業を継続できなくなる場合や、避難施設や病院等
ではまさに人命にかかわる場合がある。本論文では、建物の屋根外装材を対象に、現在の建築基準法、
あるいは建築物荷重指針に示されている設計用風荷重の評価方法について問題点を指摘し、現実の建
物を模擬した模型を用いた風洞実験および自然風中での野外実測の結果に基づいて、より合理的な屋
根外装材設計用風荷重の評価方法を提案することを目的としており、以下の知見が得られている。 
風圧実験結果に基づく風荷重評価において、風圧の面的な広がりによる荷重効果が、一般的に用い
られている TVL 法(Time Velocity Length Method)では十分に評価されていないことを示し、風圧変
動の空間的な相関が低い屋根面では、TVL 法によって導かれた同一の変動とみなせる限界周期の 1/2
を平均化時間として用いることにより、荷重効果を適切に評価できることを明らかにしている。さら
に、建築基準法では取り扱われていない塔屋やパラペット、軒の出等がある場合の屋根面の風圧につ
いて検討し、これら屋上付帯物の影響により、これまで注目されていなかった部位において、大きな
風荷重が生じる可能性があることを明らかにしている。 
また、飛散物等により壁面が破損した場合を想定し、野外実測結果に Helmholtz 共振理論に基づ
く室内圧変動の予測式を適用して、オーバーシュート現象を含む室内圧変動を適切に予測する方法を
提案している。この方法により、室内圧のオーバーシュート率は、開口面積、室内容積、風速、圧力
損失係数を用いて一意に評価できることを明らかにしている。 
ばらつき誤差を含むために厳密な意味では単一の実験結果だけでは評価することができないピー
ク値について、この値を確率論に基づいて互いに独立な媒介変数に変換し、モンテカルロ法によって
最大値の分布を予測する方法を提案している。この結果、風洞実験だけでなく非定常性の強い野外実
験のデータに対してもこの手法が有効であることを示し、屋上付帯物や開口発生による内圧の上昇が
設計用風荷重に与える影響を確率論的に評価できることを明らかにしている。 
これらの成果は、建築防災、とくに建物外装材に対する耐風設計の発展に寄与するところが大きい。
よって、本論文の著者は、博士（工学）の学位を受ける資格を有するものと認める。 
